
ろう・難聴教育研究会オンライン研究会 
 
毎年行っている夏の研究大会ですが、新型コロナ感染拡大のため今年は中止させていただきました。しか

し、皆さんとろう教育について語らう場がないままでは寂しいので、オンライン研究会の開催を企画しまし

た。初めての試みですので、スムーズにいかない面もあるかと思いますが、試行錯誤を重ねながら、進めて

いきたいと思っております。  
２０１９年から自民党難聴対策議員連盟が活動を始め「人工内耳優先、手話やろう学校軽視」の動きが強

まろうとしています。  
２０２０年７月に開催された難聴対策議連小委員会で、東京都立大塚ろう学校乳相担当、言語聴覚士の関

根久美子さんは、手話導入以降の大塚ろう学校での子どもたちのコミュニケーションや言語発達の様子をデ

ータに基づき詳細に説明し、それを肯定的に受け止めている数十名分の保護者の思いをつづった手記も公表

しました。  
大変すばらしいレクチャーでしたので、皆さんに紹介したいと考えました。全国の保護者や早期支援に携

わる先生方、言語聴覚士の方々、ぜひご参加ください。  
ろう・難聴教育研究会会長 長谷川 洋 

 
●テーマ・講師 

「聞こえない・聞こえにくい子ども達と保護者の未来のために 
（自民党難聴議連新生児期・小児期難聴対策小委員会でのレクチャーから）」 

関根久美子（東京都立大塚ろう学校乳相担当、言語聴覚士） 
●開催日時（オンライン研究会） 
 日時：２０２０年１０月１１日（日） １４：００－１５：３０ 
 
●プログラム（司会：新井孝昭） 
   １３：２０～１３：５５ 受付＆お知らせ、Zoom操作の説明 

１４：００～１４：０５（画面確認）開催挨拶 
   １４：０５～１４：４５ 講演（関根久美子） 
   １４：４５～１４：５５ 休憩・質問準備  

１４：５５～１５：２５ 質疑応答・意見交換 
   １５：２５～１５：３０ アンケートのお願い、終了挨拶 
 
●参加方法 
１ 申込締切 １０月１０日(土) 、 先着８０名で締め切り 
２ 参加費： 無料 
３ オンライン研究会は Zoom で開催（手話通訳、文字通訳あり） 

参加希望者は、事前に「最新の Zoom にアップデート（無料）」をお願いします。 
 

４ 申込アドレス：info@edh.main.jpへ、以下の項目を明記の上、参加申し込みをお願いします。 
   受付確認メールをお送りします。 

① 氏名、 ② 所属、 ③ メールアドレス（連絡先）、④ 会員・非会員の区別、 
⑤ 主に、利用したい情報手段（手話通訳・文字通訳・音声） 
 

 
参加受付者には、Zoom ミーティング参加のための URL、ID、パスコードをお送りします。 

（本研究会を YouTube でライブ配信する予定です。詳細は、当会 HP に掲載します。） 
 


